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研究要旨 

東京電力福島第一原子力発電所事故（原発事故）により環境へ放出された放射性物質の影響を受け、食品

へ放射性物質による汚染が生じ、食品の摂取に伴う内部被ばくの影響が懸念され、厚生労働省は平成 24 年 4

月以降、食品からの内部被ばくを年間線量 1 mSv として、導出された基準値を適用している。この基準値は、放

射性セシウム(Cs)濃度と、放射性 Cs 以外の核種（ストロンチウム-90 (90Sr)、ルテニウム-106 (106Ru)およびプルト

ニウム (Pu)同位体）は、セシウム-137 (137Cs)との放射能濃度比から、これらの核種の濃度を推定し、設定され

た。先行研究も含め、平成 24 年以降に福島県内で栽培された農産物について放射性物質の濃度測定を行っ

てきたが、放射性 Cs 濃度は全て基準値以下で、Cs 以外の放射性物質濃度（主に 90Sr）は大気圏核実験由来

と考えられるものが多く、流通する様々な食品から放射性 Cs 以外には原発事故の影響は見られなかった。さら

に、測定結果を用いて食品摂取に伴う内部被ばく線量を計算したところ、保守的な条件であっても十分に 1 

mSv/年を下回る結果が得られた。福島県内では営農再開する地域の拡大が行われているが、すべての地域で

避難指示区域が解除された状況ではなく、食品摂取による内部被ばくに対する不安は未だに大きい。 

そこで、福島事故から約 14 年が経過したことを踏まえ、福島県で栽培され流通している多種多様な農作物を

評価対象として作物中放射性 Cs レベルを把握し、その傾向について考察を行った。また、作物中 90Sr 濃度は、

これまでに得られた作物中 90Sr/Sr 濃度比を用いて推定した。 

令和 6 年度は中通りで人口が多い福島市周辺地域を対象に 53 試料の作物中の放射性 Cs 濃度等を調査し

た。玄米、いも類、葉菜類、根菜類、豆類、果菜類（果実類を含む）、野菜類、きのこ類、果実・果物及び種実類

の 137Cs 濃度の平均は、それぞれ 1.17 ± 0.91（n = 2）、1.58 ± 1.59（n = 4）、0.58 ± 0.70（n = 10）、0.18 ± 

0.11（n = 3）、7.9 ± 10.7（n = 2）、0.50 ± 0.50 (n = 18) 、0.86 ± 0.97 (n = 3) 、0.82 ± 0.62 (n = 2)及び 0.32 

± 0.24（n = 5）及び 3.52(n = 1) Bq/kg-生重量であった。食品の基準値を超える作物はなく、ダイズ（2024-P49）

の 137Cs 濃度で 15.44 Bq/kg-生重量が最も高い値であった。作物中 Sr 濃度から推定した 90Sr 濃度は、全て 1.0 

Bq/kg -生重量以下（0.01 - 0.12 Bq/kg -生重量、n = 15）と低い濃度にあった。安定 Sr 濃度から推定した 90Sr の

平均濃度は、0.07 Bq/kg-生重量で、137Cs の平均濃度に対して 10％以下で放射性物質の基準値に影響を与え

ないことも確認した。 
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A. 研究目的 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災に起因

する東京電力福島第一原子力発電所事故（原発事故）に

より、大量の放射性物質が大気及び海洋に放出された。こ

の事故により放出された放射性物質による食品の摂取に

よる内部被ばくが懸念され、厚生労働省は平成 24 年 4 月

以降、食品からの内部被ばく線量を 1 mSv/年として導出さ

れた基準値を適用している。この基準値は、対象となる放

射性 Cs 以外の核種（90Sr、106Ru 及び Pu）については、

137Cs との放射能濃度比から、これらの核種の濃度を推定

し、設定された。また、基準値の設定の際、規制対象核種

以外の核種(例えばヨウ素-129 (129I))の影響に関しては、

いずれも影響は小さいと結論づけられ、先行研究課題で

も確認されている。 

これまでに、先行研究課題において営農再開を予定し

ている地域を含め福島県内で栽培された作物の放射性

Cs 濃度は、避難指示解除準備区域、居住制限区域等で

の試験栽培によって得られた作物も含め、福島県内の流

通作物は全て基準値以下であった 1)。また、これまでに実

施した先行研究課題 2-10)や全国モニタリング調査 11)によっ

ても作物中 90Sr 濃度は、福島県以外で生産されている作

物中濃度の範囲にあり、大気圏核実験由来と考えられた。

さらに、測定結果を用いて、食品摂取に伴う内部被ばくを

計算したところ、保守的な条件であっても十分に 1 mSv/年

を下回る結果が得られた。 

福島県内では表土の剥ぎ取り 12)や、カリウムの追加施

肥 13)などの低減化対策によって、営農再開する地域は拡

大したが、帰還可能となった地域であってもすべての地域

で営農再開を果たしたわけではなく、食品摂取による内部

被ばくに対する不安は未だに大きい 1)。そこで、原発事故

から 14 年が経過したことを踏まえ、福島県で栽培され流

通している多種多様な農作物を評価対象として作物中放

射性 Cs 濃度を把握し、この 14 年間における放射性 Cs 濃

度の傾向について考察することとした。また、作物中 90Sr

濃度は、これまでに得られた作物中 90Sr/Sr 濃度比を用い

て推定した。 

 

B. 研究方法 

1. 作物採取 

福島市内等の産地直売場において、周辺地域で栽培

された 53 試料の作物を、令和 6 年 10 月 3 日から令和 6

年 12 月 4 日に購入した（表 1）。作物としては、玄米（n = 

2）、いも類（n = 4）、葉菜類（n = 10）、根菜類（n = 3）、豆類

（n = 2）、果菜類（n = 18）、果物・果実類（n =5）、種実類（n 

= 1）及びきのこ類（n = 2）などであった。それぞれの作物の

購入重量は、304 - 18,000 g であった。 

 

2. 試料の前処理 

穀類、豆類などを除く作物は、原則水洗いした後、傷ん

でいる部分、皮やヘタなどの非可食部を取り除いた。その

後、細かくカットし、生重量を計測後に、70℃で、1 週間ほ

ど恒量になるまで温風乾燥を行った。ポポーは、凍結乾

燥した。乾燥後、ステンレススチール製のカッターブレン

ダー等で粉砕し、均一になるように混合した。乾燥粉砕試

料をプラスチック容器（U-8）に 27- 104 g を詰め、高さを一

様にして測定試料とした。玄米と穀類は、2 L マリネリ容器

に 1,668 - 1,885 g を詰めて測定した（表 2）。 

 

3. 放射性 Cs 濃度の測定 

試料の放射性 Cs 及びカリウム-40 (40K)濃度を、日本ア

イソトープ協会製の 5 種類（高さ 5 - 50 mm、9.5 - 95.0 g）の

標準試料を用いて効率曲線を作成した Ge 半導体検出器

（Canberra：GX4018、GC4018 及び EGPC292-P21）で測定

した。134Cs 及び 137Cs の定量には、それぞれ 604.7 keV 及

び 661.7 keV の γ線を用い、80,000 - 640,000 秒測定した。

また、40K は 1,460 keV の γ線で定量した。結果を表２に示

す。 

 

4. 90Sr 濃度の測定 

作物中 90Sr 濃度は、平成 27 年から令和元年に本課題

で得られた 90Sr/Sr 濃度比を用いて推定した 4-10)。浜通りの

作物中 Sr 濃度を ICP-質量分析装置（ICP-MS）で測定し、

90Sr/Sr 濃度比は 0.075 Bq/mg（令和 6 年に減衰補正）を用

いて、作物中 90Sr 濃度を類推した（表 4）。 

 

C. 研究結果 
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作物中 134Cs、137Cs 及び 40K 濃度を表 2 に示す。平成

23 年の原発事故から 14 年以上が経過し、基準値を超え

る作物はなく、物理学的半減期 2 年の 134Cs を検出した試

料（検出下限値の最大値 0.5 Bq/kg-生重量）はなかった。

種別農作物の 137Cs 及び 40K の平均濃度を表 3 に示す。

玄米、いも類、葉菜類、根菜類、豆類、果菜類（果実類を

含む）、野菜類、きのこ類、果実・果物及び種実類の 137Cs

濃度の平均は、それぞれ 1.17 ± 0.91（n = 2）、1.58 ± 

1.59（n = 4）、0.58 ± 0.70（n = 10）、0.18 ± 0.11（n = 3）、

7.9 ± 10.7（n = 2）、0.50 ± 0.50 (n = 18) 、0.86 ± 0.97 

(n = 3) 、0.82 ± 0.62 (n = 2)及び 0.32 ± 0.24（n = 5）、

3.52(n = 1) Bq/kg-生重量であった。食品の基準値を超える

作物はなく、ダイズ（2024-P49）の 137Cs 濃度で 15.44 

Bq/kg-生重量が最も高い値であった。 

作物中 Sr 濃度から推定した 90Sr 濃度は、全て 1.0 Bq/kg -

生重量以下（0.01 - 0.12 Bq/kg -生重量、n = 15）と低い濃度

にあった。（表 4）。また、作物種毎の 90Sr 濃度を表 5 に示

した。その中で、根菜類が最も高い 0.18 Bq/kg-生重量、玄

米が最も低い 0.01 Bq/kg-生重量であった。 

 

D. 考察 

平成 24 年度から令和 5 年度までに測定した作物種別

137Cs 濃度を比較したボックスプロットの図 14)を用いて、今

年度の結果を図 1 に比較した。令和 3 年度は福島市内が

調査対象であり、今年度の 137Cs 濃度範囲と有意な差が見

られた作物種はなかった。 

表土の剥ぎ取り除染、K 施用による低減化対策等によ

って、作物中放射性 Cs 濃度は基準値を十分に下回って

いることが明らかになった。しかしながら、山菜などの自生

植物中放射性 Cs 濃度については今後も注視していく必

要がある。 

  

E. 結論 

令和６年度に福島市内等の産地直売場で購入した 53

試料の作物可食部中の放射性 Cs 濃度を測定した結果、

基準値を超える作物はなかった。全作物可食部の 137Cs濃

度の平均は、1.0 Bq/kg-生重量であり、耕作土壌の除染対

応やカリウムの施用により、作物中放射性 Cs 濃度は十分

に低い値であることが再確認された。また、作物１５点の安

定 Sr 濃度から推定した 90Sr の平均濃度は、0.07 Bq/kg-生

重量で、137Cs の平均濃度に対して 10％以下で放射性物

質の基準値に影響を与えないことも確認した。 
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図 1 2012 年（平成 24 年）から 202３年（令和５）5 年に福島県内で採取した各作物中の Cs-137 濃度範囲と 

平均値（◇）（Bq/kg-生重量）１４）と 2024 年（令和 6 年）の結果（破線四角内）の比較 


